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お問い合わせ
ご連絡電話番号096-232-5656 サンライズヒル介護老人

保健施設

通所リハビリテーション、入所、カルチャー、ボランティア担当

支援相談員　山口 まで

「個人情報保護について」サンライズヒルでは、ご利用者様・その他の関係者様に関しての個人情報に関連する法令の遵守に取り組んでいます。

社会医療法人社団熊本丸田会
　熊本整形外科病院
　熊本リハビリテーション病院
　南郷谷整形外科医院
　介護老人保健施設サンライズヒル
　訪問看護ステーションひまわり
　指定居宅介護支援事業所サンライズヒル
　菊池地域リハビテーション広域支援センター
　通所リハビリテーション熊リハ病院

　春は出会いや別れの季節であり、人生の岐路でもありますね。
　今号より、広報誌メンバーもリニューアルし、より良いものができるようがんばっていきたいと思いま
す。ご期待ください。

（看護介護部：音辻）

　今回ご紹介させて頂くゲスト、小城ハル子様です。
　入所された時は、体力低下から食事も思うように進ま
ず、車椅子を使用されていました。それから毎日の生活
リハビリに積極的に励まれ、また職員の言葉掛けによ
り、食欲も出られ、現在では車椅子使用から歩行器使用
へと日常生活動作が向上しました。
　相撲観戦、職員やゲストとの会話がお好きで、「一
丁でも（一つでも）十ふ～♪（豆腐～）」や「1個でも
万十～♪」などと、冗談を言われるなど笑顔も多くなられました。
　毎日の生活リハビリ、毎日の言葉掛け。ささいなことでも継続することによって、職員との信頼関
係を築くことができ、ご自身のやる気に繋がればと考えております。
　毎日安全で楽しいと感じることの出来る施設生活を送って頂き、在宅復帰が出来る援助に職員一同
頑張って参ります！

（看護介護部：西村）
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　今年も3月3日に毎年恒例の雛祭りを行いました。雛壇飾り
は七段飾りの大きな物です。当日はゲストの方々が代わる代
わる雛人形を見に来られ、「私達が小さい頃には、こんな立
派な雛人形はなかった。きれいね。」「素敵な雛壇飾りね。」
など、小さい頃を懐かしがられ、会話の華も咲いていまし
た。
　施設生活のゲスト様にとって、季節行事毎に催し物を行う
事で、その時々の記憶を思い出し、懐かしがられ、季節の移
り変わりを感じていただけるのではないでしょうか。今後も
ゲストの皆様に喜んで頂ける様に、季節ごとの行事を行って
いきたいと思います。	 （看護介護部：福田）

雛人形飾り
名     前
①誕		生		日
②趣　　味
③座右の銘

新 職員紹介人

渡邉　理恵
①昭和55年12月29日生
②映画鑑賞、スノボ
③勇往邁進

看護介護部

中村　　太
①昭和51年11月3日
②	ドライブ（海や山など自然へ出掛ける
こと）・カラオケ・子どもと遊ぶこと
③	1日1日を精一杯生きる。

リ　ハ　科

塚田　千尋
①平成４年７月30日
②絵を描く、観る
③	好きこそものの上手なれ

栄　養　科

島野　留実
①平成７年１月27日
②音楽鑑賞
③笑顔を大切に

栄　養　科
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サンライズヒルNews
　3月27日（金）～29日（日）の3日間、“曲手桜の宴”と称しまして利用者さんとそ
の家族、地域住民の方々へ病院のリハ庭園及びサンライズへ続く沿道を開放して満開

の桜を楽しんで頂きました。この桜の樹は、初代理事長の丸田意気夫先生が昭和49年熊本理学診療科病院
（現　熊本リハビリテーション病院）を開院された際に植えられた木々です。40年以上の時を経て、今ま
さに堂々たる大桜として毎年春を告げています。この素晴らしい桜景色を少しでも愉しんで頂こうとこの
宴を企画しました。中日の28日土曜日には、保育園のキッズガーデンの園児によるお歌とお遊戯、地域ボ
ランティアの皆さんによるフラダンス、元スタッフの“美空すずめ”さんによる歌謡ショーなど盛り上がり
を見せました。今後は毎年桜の花見を企画していきたいと思います。どうぞ皆様もおいでください。
	 （施設長：中村太造）

ご挨拶

　平成27年3月28日（土）、サンライズヒルの新行事となる「第一回まがて桜の宴」が開催されました。
熊本リハビリテーション病院の中庭をお花見会場に見立て、イベント用正面ステージ、6軒の模擬店を展
開して皆様を歓迎致しました。ステージ出演・模擬店共に、普段お世話になっている地域の皆様に協力し
て頂き、食事メニューは売り切れ続出、ステージには拍手喝采が送られる盛り上がりをみせました。宴の
最後には、皆様に日頃の感謝の意を込めて大抽選会を行いました。お一人お一人の抽選であった為、多数
の商品を獲得した家族もいらっしゃいました！おめでとうございます！「桜の宴」は第二回・三回と行っ
ていけるように企画運営を考えております。今回参加してくださった皆様、是非次回もご来場ください。
※下の写真は、最高のオープニングを飾ってくれた「くまりはキッズガーデン」の子ども達です。元気な
出し物ありがとうございました！

（社会福祉室：岩崎）

第１回 まがて桜の宴
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 研修報告「口から食べる幸せを守る会　実技セミナー基礎コースin熊本」に参加して
　日時：平成27年2月21日（土）、熊本リハビリテーション病院　地域交流ホールにて「NPO法人　口
から食べる幸せを守る会　実技セミナー基礎コースin熊本」の研修へ参加させて頂きました。内容とし
ましては、摂食嚥下障害者への経口摂取へのアプローチ、ベッドサイドスクリーニング評価と食事介助
スキルアップについてでした。経口摂取が出来ない、経口摂取させていない、経口摂取に至るまでの技
術者が少ないなど現在非経口摂取患者が増加傾向にある原因として、主に上記の3点が挙げられました。
　食事介助方法、口腔ケアの方法、嚥下確認と今回は実技メインの研修であり、ゲスト様の立場になり、
不安な気持ち、食べにくさを実感することが出来ました。
　本当に食べられないのか、可能性があるにも関わらず、食べさせていないのか。口から食べるという
ことは人間の欲求の大きな部分であり、楽しみとなっていると考えています。例え、1日3食摂取出来
ないとしても、楽しみの１つとして、ゲスト様のお好きな物や飲み物が提供出来ればと思います。普段
の観察力と、問題意識を常に持ち、様々な職種が連携して取り組んでいくよう、情報交換を密にし、ゲ
スト様の楽しみが少しでも増えるようケアに取り組んでいきたいと今回の研修で改めて感じることが出
来ました。	 （看護介護部：西村香織）

　今回、摂食嚥下障害のある方の経口摂取へのアプローチ研修に参加して、食べる事は人間の最も基本
的なニーズであり、楽しく満足を得られるものということを再認識することが出来ました。加齢と共に
身体機能の低下、疾患に関連し嚥下困難、摂食困難と様々な要因のある中で私達医療従事者が適切な食
事介助、口腔ケアを行なうことでニーズを満たすことが出来ると思い、生きることの手助けになること
を感じました。
　今後、研修で習得した技術を当施設でも活用できるように全てのスタッフがチームケアとしてまず、
意識の統一をしていくことから始めていくべきだと思いました。	 （看護介護部：本郷美恵）

　３月25日（水）、毎年恒例にな
りつつある入所・通所対抗のカラ
オケ大会を開催いたしました。

　今年は利用者の皆様90点以上というハイレベルな戦いで、とても白熱した
ものとなりました。
　応援にも多数の利用者様が来られ参加者に対して声掛けを行われたり、手
拍子で参加されるなど全員で盛り上がり楽しむことができました。
　今後も引き続き開催を予定していますので興味がある方はお気軽に参加さ
れてください。	 （看護介護部：可徳）

のど自慢大会

　アスパラガスは、疲れを回復させるアスパラギン
酸というアミノ酸が豊富に含まれており、疲労物質
である乳酸をエネルギーに変える手助けをしてくれ
るので、体力を回復させたい時にはぴったりです。
　たけのこにも疲労回復の効能があります。また、
脳を活性化させてやる気を高めるチロシンというア
ミノ酸が豊富に含まれています。
　新生活が始まり、疲れやすいこの時期、春野菜を
食べて、元気に一日を過ごしていきましょう。

（栄養科：村山）

作
り
方

①	アスパラガスは下から3～ 4cm位のところの皮をむき、たっぷりのお湯
で塩茹でします。軟らかくなったら、冷水にあげ、斜めに切っておきます。
②	茹たけのこは、0.5cm位の粗みじん切りにし、（A）の調味料と一緒にフラ
イパンに入れ、汁気がなくなるまで炒めます。
③	油を入れたフライパンに、（B）の調味料を入れて溶いた卵を入れ、炒り卵
を作ります。
④	丼椀にご飯を盛り、アスパラガス、たけのこのそぼろ、炒り卵、真ん中に
紅生姜を飾って出来上がりです。

春の三色丼
＜材料＞2人分

・茹たけのこ（下の硬いところ）
　　………………………… 100g
　　　砂糖………………大さじ2
　Ａ　本だし…………小さじ1/2
　　　濃口しょうゆ	 大さじ1.5
・アスパラガス	………………3本
・卵……………………………2個
　Ｂ　水	…………………大さじ2
　　　砂糖………………小さじ2
・ご飯……………………… 400g
・紅生姜…………………… 適量

まごころレシピ
春の三色丼
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コ ラ ム
通所リハのリハビリ内容変更のお知らせ

　平成27年度介護保険改定に伴い、個別訓練を週最大2回（週１・２回の方は１回、週３回以上の方は
２回）までにさせて頂きました。これに伴い以前より御利用者様からもっと活動・体操という意見もあ
り、集団体操と集団活動を午前・午後に各々１時間程度行っていくように追加・変更を行いました。集
団体操は、通所リハに関わるリハ職員・CWが症状・姿勢などに応じた体操を今後展開していく予定で
す。現在は菊池地域リハビリテーション広域支援センターで作成された長寿きくちゃん体操を実施し、
全身運動を行うと共に転倒しない筋力訓練を行っています。集団活動は作業活動というリハビリ視点を
用いて、季節に応じたはり絵や手芸、個人に応じた作品作りを行うことで巧緻動作訓練や見当識を確認
することで認知症予防など様々な効果があり、自宅での余暇活動につながるものを今後展開していこう
と思っています。現在は、５月の端午の節句に因んだ鯉のぼり貼り絵（半畳分の大きさ）を参加者全員
でワイワイと昔話をしながら作り上げています。今後の集団体操・活動に関して、皆様のご意見・ご意
向を確認しながら行ってまいります。

（リハ科：廣岡）

制度改正について
　介護保険制度改正は3年毎に行われ、改正の度に社会保障費をいかに抑制するかが重要課題として挙
げられてきました。今回の改正も、財源不足が高齢者福祉の足かせとなっていることを実感させられる
ものになりました。Ｈ27年度の改正では、要支援の方は長時間の利用やレスパイト機能は想定していな
いと明文化され、中・重度要介護（要介護3～5）の方や認知症高齢者の方の受け入れや、活動・参加に
焦点を当てたリハビリテーションの推進が大きなテーマとして掲げられています。
　サンライズヒル通所リハビリテーションでは、この命題に応えるべく、長年提供させていただいた日
曜日の営業を中止し、月～土の職員配置を強化し集団体操による身体機能訓練の強化と作業療法の視点
を重視した活動メニューを提供するなど、サービス内容変更に取り組んでいます。（日曜日をご利用い
ただいていたゲスト様・ご家族様には大変ご迷惑をおかけいたしましたが、快くご利用日の変更に応じ
ていただき心よりお礼申し上げます。）　
　これからも皆様方に充実した在宅生活を過ごしていただけるよう改善を重ね、役割の遂行に努めま
す。☆・・・これからも皆様のお知恵をお貸しください・・・☆

（通所リハビリテーション　科長：福田紀美代）
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交流会

通所版 桜の宴

　1月30日（金）にキッズサークル「あゆむ保育園」の園児5名が通所ルームを訪れ、踊りを披露してくれました。
　年長さんの女の子は、1人で「朧月夜」を踊り、その愛らしい着物姿と舞う仕草に利用者の皆さんは頬をこれ
でもかと緩ませてご覧になられていました。
　また年中さんの4人は沖縄の民族舞踊のエイサーを「ありがたいサー」というテンポのいい曲に乗せて元気に
踊り、利用者の皆さん手拍子をしながら楽しまれていました。
　踊り終わると園児さんが利用者の皆さんと握手をしてお別れをしましたが、涙を流して感謝の言葉を述べられ
る利用者の方もおられ、改めて子供達が利用者の皆さんに与える感動とエネルギーの大きさを実感しました。こ
れからもこのような活動を通して、利用者の皆さんにも元気になっていただき、子供達にもお年寄りを大切にす
る気持ちを大切にするよう伝えることが出来ればと思います。
（ちなみに、私の子供も年中児で参加させていただきました。(*^o^*)　）	 （通所リハ：吉崎）

　サンライズヒル通所の日曜日営業最後となった３月29日、通所では大桜の下でお
花見を行いました。
　この日に合わせたかのような満開の桜や雲一つ無い青空に、「きれいかねぇ」の
声があちらこちらから何度も聞こえていました。
　普段、車の中では見ているものの、間近で見るとやはりスケールが違うようで、
「ここの桜が一番きれい」と皆さんの顔も自然と笑顔が溢れていました。
　全員で春の歌を歌い、青空の下で食べるお花見弁当もまた格別で、職員出し物の
漫才や歌も大好評。
　帰りの際には、「今日は楽しかったよ。」とお花見をとても喜んでいました。
　日曜日の営業は昨年度で終了となってしまいましたが、今年度も皆さんの楽しみ
となり、満足して頂ける通所を目指して職員一同頑張っていきたいと思います。

（通所リハ：林）
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通所リハビリテーション通信
調理企画

「ホワイトデー」のクッキー作り

　2月14日（土）バレンタインチョコ作り
を行いました。チョコを溶かしながら容
器に流した後、トッピングを行い繰り返
し作る作業で、大きさや飾りも上手く出
来上がるようになり、美味しそうなバレ
ンタインチョコが完成。おやつ時に美味
しく頂きました。今年度も色んな調理企
画を行います。お楽しみに。
（通所リハ：堤）

　平成27年3月14日(土)のホワイト
デーにクッキー作りを行いました。
ハート型や星型、大きい型もあれ
ば小さい型もあり、様々な形のクッ
キーを皆様、夢中で作られました。
出来上がったクッキーは午後のお
やつの時間に食べて頂き、「おいし
い！」と大好評でした。ホワイトデー
のクッキー作りは皆様のおかげで大
成功。
　ありがとうございました。

（通所リハ：岩元）

曜日対抗鬼退治選手権
　2月は節分にちなんで、豆まき鬼退治選手権を、2月17日～23日の一週間行いました。
　ルールは簡単、紙風船・ピンポン玉・カラーボールを、特製のグローブをはめ、凧についた網に、球の入った
数で点数を競うゲームです。紙風船が10点・他を5点で、鬼に当たり入ると2倍になります。
　的に使用した凧は1月に飾り凧作りと題し、ゲスト様全員で作成したものだった為か、投げるのに抵抗がある
方もいらっしゃいましたが、参加された方は球のはね返りを考えながら、どうすれば良い点が取れるかと頑張ら
れていました。
　今回も多くの参加ありがとうございました。

（通所リハ：堀部）


